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〔Ⅰ〕 

〔出題意図〕 

  相手方の侵害を自ら招いた者による反撃に正当防衛は認められるかという点につき、最高裁判

例を踏まえつつ、急迫性の要件と不正の要件をそれぞれどのように解釈して結論に至るかを問う

問題である。 

 

〔Ⅱ〕 

〔出題意図〕 

  窃盗罪の主観的要件として「不法領得の意思」が必要か否かにつき、その根拠づけと体系的位

置づけ、さらには、その意思内容を具体的な事例を挙げて説明できるかを問う問題である。 

 

 

 


